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第 1部 2 章「大いなる閉じ込め」の方法と論理」『関西
福祉大学研究紀要』９，2006 年を参照．









77p. また，近藤哲郎「『貧民心理の研究』と 1910 年の
賀川豊彦」『雲の柱』26，8p も参照．





（６） 「狂（くるひ）」『賀川豊彦初期史料集』　394p ～ 395p










お，1910 年～ 1912 年にかけての日記には，これ以外に
も，葺合新川の研究（史料集 427p），貧民窟の研究項
目（432p），『感化救済事業講演集』の記事（577p），け
んかの記録（603p ～ 608p），隣の乞食の日記（612p ～
614p），怠惰者の研究（769p ～ 772p）等がある．《貧民
心理学》が具体的に構想されはじめるのは日記の上では
1912 年（764p ～ 765p）のようである．
（９） 「貧民心理について（一）」『救済研究』５（7），1917
















（1919）」 22p（全集 51p），「貧民心理の研究（1915）」 
222p．
（16） 「救霊団年報第二号（1911）」 1112p，「貧民心理の研究


























（20） 全集 134p ～ 135p．


















要』12 号～ 13 号（2009 ～ 2010）には，ソーシャルワー
クのプロセスにおいてワーカーのとるべき行動パターン
（スキル）を逐一示してあるのでご参照いただきたい．





















系（1）」 50p ～ 51p を参照．
（25） 1928（昭和３）年度の事業報告では，このケースワーク
とコミュニティワークのそれぞれについて，イエス団友
愛救済所《人事相談部》および《調査部》の実践とし
て成果が公表されている．ソーシャルワークが意識的
かつ体系的に実践されていたことは間違いないだろう．
「神戸イエス団年報（1929）」『賀川豊彦初期史料集』 
1117p．
（26） 賀川が貧民窟へ入った頃の実践モデルは，移住６か月目
に脱稿した「現代傾向の哲学（1910）」にある看守の実
践，すなわち，その心理的特性ゆえに刑罰では犯罪動機
を阻止できない青年犯罪者に対して，「真に個性を愛す
る看守は自ら柿色の衣を着て，囚人と共に労働し，共に
寝，共に笑って如何に日常生活を送るべきかを知らしむ」
（39p ～ 40p）というようなものではなかったか．それ
がなぜ現代的なソーシャルワークへと転回したかは未だ
明確ではないが，文献的には 1918（大正７）年の「貧
民窟殖民事業に就て」『賀川豊彦全集８精神運動と社会
運動』にはじまるセツルメント研究の結果として考える
のが今のところ穏当だろう．
（27） 「貧民間に犯罪の多いのと，其心理が特殊なのは云ふま
でもあるまい」．「現代傾向の哲学（1910）」 38p．
（28） 同 77p．
（29） 念頭にあるのは今で言う自閉症スペクトラム，ADHD
の行動特性・身体特性である．品川裕香『心からのごめ
んなさいへ－一人ひとりの個性に合わせた教育を導入し
た少年院の挑戦』中央法規出版，2005年を参照．たとえば，
一般には最も意外でかつ極端なケースに思われるが，『貧
民心理の研究』では痛覚の鈍るのは精神病者の特長とし
た上で，「栄吉と云ふ子供などはそれである．私が栄吉
の手に針を刺して見たが，彼は余り疼痛を感じ無かった．
彼は本年十六歳の不良少年で，盗癖のある少し馬鹿であ
る．…孤児で有って，放浪癖がある．屑拾ひを職業にし
て居た」という記述がある．しかし，2012 年現在アス
ペルガー（自閉症スペクトラム）の支援にあたる専門職
も《痛い》という感覚の一般との相違について同様の指
摘をしている．田井みゆき『パスポートは特性理解』ク
リエイツかもがわ，2009 年，24p．もちろん，当時の貧
民窟にはそのほかにもさまざまなハンディキャップをも
つ人々が居住していたことは賀川もくり返し指摘すると
ころである．
